
特集◎ 肛門（痔核）手術の入院から退院後の生活について／看護部長　金子早苗
鼻から入れる内視鏡（苦痛のない意識下胃カメラ）／内視鏡センター長　浅野道雄

病院機能評価　更新受審をふり返って／事務長　中嶋照夫
新医局長より／医局長　中井勝彦
新年のあいさつ／院長　松田保秀

2007.1.4  仕事始め



 

　

基
本
的
に
当
院
で
は
、
手
術
の
前
日
に
入
院
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
前
日
は
主
に
、
入
院
中
安
心
し
て
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
入
院
と
手
術
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。入
院
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

入
院
中
に
使
用
す
る
当
院
の
設
備
、
施
設
の
場
所
や
使
用
方

法
に
つ
い
て
。
手
術
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
手
術

に
関
す
る
処
置
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
身

体
的
、
肉
体
的
チ
ェ
ッ
ク
、
切せ

つ
も
う毛

（
手
術
す
る
部
位
の
皮
膚

の
毛
を
は
さ
み
で
切
る
こ
と
）
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
あ
と

は
、
翌
日
の
手
術
時
間
ま
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

 　

手
術
中
は
腰よ

う
つ
い椎
麻
酔
を
行
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
痛
み

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
血
圧
や
身
体
の
状
態
を
看
護
師
が

注
意
深
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腰
椎
麻
酔
は
腰
か
ら

下
の
感
覚
が
な
く
な
る
だ
け
で
す
の
で
、
医
師
や
看
護
師
と

の
会
話
も
可
能
で
す
。
手
術
時
間
は
痔
核
の
程
度
に
よ
り
ま

す
が
、
30
分
前
後
と
な
り
ま
す
。

 　

手
術
を
終
了
し
ま
す
と
、
血
圧
の
変
動
や
薬
の
副
作
用
が

出
る
こ
と
も
あ
り
、
気
分
不
快
や
頭
痛
、
転
倒
、
転
落
の
恐

れ
が
あ
る
た
め
約
8
時
間
は
ベ
ッ
ド
に
て
安
静
に
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

①
運
動
に
つ
い
て

　

手
術
後
、
8
時
間
経
過
す
れ
ば
歩
い
て
も
結
構
で
す
。
2

日
目
か
ら
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
事
も
で
き
ま
す
。
手
術
後

3
日
目
ま
で
は
、
階
段
を
駆
け
上
っ
た
り
し
な
い
な
ど
、
無

理
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
4
日
以

後
は
長
時
間
座
っ
た
り
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
自
由
に
行
動
で
き
ま
す
。

②
食
事
に
つ
い
て

　

食
事
は
、
手
術
後
5
時
間
経
過
し
て
か
ら
、
空
腹
と
口
の

渇
き
を
潤
す
た
め
に
、
ス
ー
プ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
翌
日
か
ら
は
ほ
ぼ
普
通
の
食
事
に
な
り
、
数
日
後
に

は
、
当
院
自
慢
の
欧
風
料
理
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

1

手
術
前
日
か
ら
当
日
ま
で

　
長
年
、
看
護
師
と
し
て
痔
疾
患
の
患
者
様
と
接
し
て
い

る
と
、
次
の
よ
う
な
事
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。「
痔
の
手
術

は
痛
み
で
七
転
八
倒
の
苦
し
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」、

「
場
所
が
場
所
だ
け
に
他
の
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」、「
恥

ず
か
し
い
」、「
仕
事
で
長
く
休
め
な
い
」
な
ど
様
々
な
思

い
や
事
情
に
よ
り
、
治
療
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
か
っ

た
と
い
う
事
で
す
。
そ
の
反
面
、
手
術
後
の
患
者
様
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
も
っ
と
早
く
手
術
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
当
院
に
お
け
る
看
護
師
と
し
て
の
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、痔
の
治
療
や
入
院
、退
院
生
活

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
痔
の
治
療
を
受
け

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
痔
の
疾
患
に
は
大
き
く
分
け
て
、
痔
核(

い
ぼ
痔)

、
痔

瘻
（
あ
な
痔
）、
裂
肛
（
切
れ
痔
）
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で

最
も
多
い
の
は
痔
核(

い
ぼ
痔)

で
す
。

　
痔
核
の
治
療
に
は
、
坐
薬
、
軟
膏
、
内
服
や
最
近
注
目
さ

れ
て
い
る
注
射
療
法
（
ジ
オ
ン
硬
化
療
法
）と
手
術
療
法
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
痔
核
の
手
術
療
法
に
つ
い
て
の
流
れ

を
お
話
し
ま
す
。
手
術
療
法
の
場
合
に
は
当
院
で
は
基
本

的
に
約
1
週
間
程
度
の
入
院
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
期
間
は
患
者
様
の
症
状
や
都
合
に
応
じ
て
医
師
が
判
断

い
た
し
ま
す
。

特　集　

金か
ね
こ子

　
早さ

な
え苗

肛
門（
痔
核
）手
術
の
入
院
中
か
ら
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て

看
護
部
長

痔
核
手
術
の
流
れ

3

手
術
後
よ
り

2

手
術
中



③
痛
み
に
対
す
る
ケ
ア

　

手
術
後
、
定
期
的
に
病
室
に
伺
い
、
痛
み
が
な
い
か
ど
う

か
を
確
認
し
ま
す
。
排
便
時
の
痛
み
は
、
軽
度
で
す
が
10
日

間
ほ
ど
続
く
の
が
普
通
で
す
。
痛
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
痛

み
止
め
の
注
射
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
は
坐
薬
や
内
服
薬
を

使
用
し
ま
す
。
便
秘
に
よ
る
痛
み
で
あ
れ
ば
、
下
剤
の
服
薬

指
導
や
浣
腸
を
お
こ
な
い
便
通
を
整
え
ま
す
。

④
排
便
の
ケ
ア

　

手
術
後
は
肛
門
の
傷
（
手
術
創
）
に
よ
っ
て
、
排
便
時
の

痛
み
が
発
生
す
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
排
便
が
で
き
る
よ
う

に
普
段
よ
り
少
し
軟
ら
か
い
便
に
調
整
し
ま
す
。
傷
口
に
負

担
が
掛
か
か
っ
て
出
血
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

下
剤
を
毎
日
服
用
し
て
い
た
だ
き
、
便
を
軟
ら
か
く
保
つ
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
便
の
性
状
に
よ
っ
て
は
下
剤
を
調
節

す
る
な
ど
、（
例
え
ば
便
秘
に
な
っ
た
ら
水
分
を
多
め
に
摂

る
、
下
痢
に
な
っ
た
ら
下
剤
を
中
止
し
、
水
分
を
控
え
る
な

ど
）
薬
や
水
分
の
摂
り
か
た
を
ご
指
導
し
ま
す
。

⑤
手
術
創（
傷
口
）の
お
手
入
れ

　

痔
核
の
傷
は
縫
っ
て
あ
る
た
め
、
傷
口
か
ら
の
分
泌
物
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。傷
の
保
護
と
下
着
を
汚
さ
な
い
た
め
に
、

傷
が
治
る
ま
で
の
約
1
ヵ
月
間
、
紙
ガ
ー
ゼ
を
肛
門
に
当
て

て
い
た
だ
き
ま
す
。
傷
は
便
が
つ
い
て
い
る
と
痛
み
の
原
因

や
傷
の
治
り
が
遅
く
な
る
た
め
、
排
便
後
は
温
水
ト
イ
レ
で

洗
浄
し
ま
す
。
手
術
後
、
日
が
浅
い
う
ち
は
シ
ャ
ワ
ー
の
方

が
痛
み
が
少
な
く
、
よ
り
き
れ
い
に
傷
が
洗
浄
で
き
ま
す
。

 

　

座
り
っ
ぱ
な
し
、
立

ち
っ
ぱ
な
し
は
肛
門
が

う
っ
血
し
や
す
く
、
痛

み
の
原
因
に
な
る
た
め
、

仕
事
に
復
帰
す
る
の
は

軽
作
業
で
は
手
術
後
2

週
間
位
。
重
い
も
の
を
持
つ
な
ど
の
重
労
働
は
、
肛
門
に

負
担
が
か
か
り
や
す
い
の
で
手
術
後
5
〜
6
週
間
位
し
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ご
本
人
の
都
合
で
早
期

就
業
が
必
要
な
と
き
は
、
事
務
仕
事
が
適
当
で
、
ゆ
っ
く

り
し
た
動
作
で
動
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

創
と
全
身
の
清
潔
の

た
め
に
、
シ
ャ
ワ
ー
は

毎
日
浴
び
ま
し
ょ
う
。

入
浴
は
血
液
の
循
環
に

は
大
変
良
い
の
で
す
が
、

術
後
創
が
開
い
て
し
ま

う
事
が
あ
る
の
で
手
術
後
2
週
間
程
し
て
か
ら
、
短
時
間

か
ら
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
乗
り
物
の
運
転
は
、
長
時
間
同

じ
姿
勢
だ
と
、
肛
門
が
う
っ
血
し
て
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
手
術
後
6
週
間
位
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
動

車
の
運
転
は
、
手
術
後
4
週
間
位
は
控
え
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
も
激

し
い
運
動
は
肛
門
に
負
担

を
か
け
ま
す
の
で
、
手
術

後
6
週
間
を
目
安
に
始
め

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
血
液

の
循
環
が
良
く
な
り
す

ぎ
て
、
痛
み
の
原
因
に

な
る
た
め
、
手
術
後
3

〜
4
週
間
は
控
え
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

以
上
は
大
ま
か
な
目
安
で
す
。
ご
不
明
な
点
は
医
師
に
ご

相
談
下
さ
い
。 

　

痔
の
手
術
は
、
こ
の
よ
う
に
手
術
後
の
生
活
も
非
常
に
重

要
で
す
。
少
し
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
当
院

看
護
部
は
、
痔
の
手
術
を

受
け
ら
れ
る
患
者
様
の
不

安
を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う

な
看
護
を
実
施
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
羞
恥
心
に
つ

い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
努

力
し
つ
つ
、
痔
専
門
チ
ー

ム
に
よ
り
質
の
高
い
看
護

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

飲
酒

4

退
院
後
の
生
活
の
注
意
事
項

ヘモ（痔）委員会のメンバー

仕
事

入
浴
・
シ
ャ
ワ
ー

乗
り
物
の
運
転
・
ス
ポ
ー
ツ



　胃カメラは「口から太い内視鏡（胃カメラ）を入れる苦しい検査」というイメージが一般

的でした。最近、「鼻から細い内視鏡を入れる楽な検査」ができるようになりました。これが

今話題の「経鼻内視鏡」です。昨年 12 月に松田病院にも導入されました。

　口からカメラを入れると舌の奥で急角度に曲がって食道に入っていくために、舌の根元（舌根）を押し付けることになり、

これが嗚咽（オエッとなる感じ）の原因になります。鼻からカメラを入れると、舌根を全く刺激しないので、苦しくありません。

鼻から入れる内視鏡（苦痛のない意識下胃カメラ）
内視鏡センター長　浅野道雄 医師

浅野道雄 医師

 なぜ鼻から入れると楽にできるのでしょうか。1

　この経鼻内視鏡の場合、一般に鎮静剤で眠る必要はありません。患者様は、検査中自分の胃の中の映像を見ることができま

す。また、おしゃべりをすることも可能です。その気があれば歌を歌うこともできるのです。のどに管が通る感覚はあります

が、これまでの胃カメラとは比べ物にならないくらい楽です。

本当に苦しくないのでしょうか？3

　内視鏡が極めて細いために、胃の中にたまった粘液などを吸引するのに少し時間がかかりま

す。また、何か病変が見つかったときに、それが癌かどうか、どのくらいの広さかというような

詳しい検査を行うためには、従来の胃カメラのほうが適しています。ただし、病気があるかない

かをまずは調べてみようという方には、全く遜色のない正確さで検査をすることができます。

　もうひとつ、鼻の通り道の細い方の場合には、鼻血が出ることがあります。しかしほとんどが

少しの圧迫でとまりますから、心配ありません。

欠点はないのでしょうか？4

　今回松田病院が導入した OLYMPUS 社製のカメラは、直径約 5mm で、

世界で一番細い胃カメラです。もちろんこの細さで組織検査もできます。

どれくらい細いのでしょうか？2

内視鏡が舌のつけ根
を通るため、不快や
吐き気を感じやすい。

経口挿入
内視鏡が舌のつけ根を通ら
ず、のどにも触れないので、
不快や吐き気を感じにくい。

経鼻挿入

極細内視鏡（左）と一般の内視鏡（右）

経口挿入と
経鼻挿入

経鼻内視鏡検査をご希望の方は主治医か病院スタッフにご相談ください。



病院機能評価  更新受審をふり返って
　当院では、平成 13 年 1 月に（財）日本医療機能評価機構が実施する『病院機能評価』にて初回認定を受けました。早いもので瞬く間

に認定期間の 5 年間が過ぎ去り、昨年更新審査を受審して、再度認定を受けました。恥ずかしながら初回時には一旦は留保され、再審査

の後に認定を受けましたが、更新にあたっては何とか一度ですっきりと認定を受ける事ができ、晴れて認定証の交付を受けました。

　ところで機能評価とは、基準となる尺度を持った第三者に、病院が行なっている医療の内容や経営情報までをもオープンにして、患者様

や地域に対して提供している『医療の質』を基準尺度に基づいて

評価を受けるものです。現在、我が国で第三者評価として公式に

認められている手法には、上述の（財）日本医療機能評価機構の

実施する病院機能評価と ISO9001 の二つの手法があります。

当院では、平成 18 年 6 月に 500 項目超の評価項目によって審

査を受け、その全ての項目で一定レベル以上の『医療の質』が発

揮されている事が認められました。平成 18 年 11 月 20 日現在、

全国で 9，014 病院中 2，238 病院が既に認定を受けており、

当院も引き続きその仲間に迎えられました。

　さて、機能評価への取組みはイコール病院改革への取組みであ

り、初回時には概ね 1 年程度の準備期間をかけ、さらに今回は

1 年半程度の時間を掛けて準備をしました。その準備過程をあら

ためてふり返ると四期に分ける事ができそうです。

事務長  中嶋照夫

機能評価への取組み（準備期間）

　そしてエピローグとしての受審前 3 ヶ月間では、第三者への供覧書類の最終的な点検と整理を行ないました。

　また更新受審を前に、今回は評価機構の窓口相談も活用しました。我々では判断がつきかねる問題を携え、各部門の担当者が直接東京の

評価機構に出向いて疑問点を質問したことで、問題解決の糸口を掴む事が出来ました。

　今回の受審を通して得られた改革のメリットは、前述の 69 項目にわたる改善項目が明確となり、全病院的に取組み解決が出来た事が第

一に上げられます。一方、設備面では大規模な改修はせず、例えば外来診察室の上部空間にはアクリル板を使った補修を行ない、加えて幾

つかの工夫を盛り込む事で、患者様へのサービス向上に一定の前進が見られたことです。

　しかし、前述した第三期は現在もずっと続いており、いわば終わりのない改革の長い道のりを、職員一同で歩き続けています。

　第一期

　第一期は、平成１7 年 1 月〜 2 月までで、先ず医局長 ･ 看護部長や薬局長等 5 名で構成するプロジェクトチームを発足しました。

このチームのミッションは『機能評価活動に関わる全病院的なリーダー役』であり、後継委員会の指導役でもあります。そのよう

な目的を基に初期教育を行なう育成期間でした。

　第二期

　第二期は、3 月〜 6 月までの期間。各部門の代表者 10 名で構成する準備委員会を招集し初期教育の後、プロジェクトチームと

準備委員会とで合同の活動を展開し、全病院に医療改善活動を広げて行きました。この期間では、各部門がそれぞれ担当する項目

を自律的に選び出し、それらの項目の自己評価を厳しく行ないました。その結果、評価基準に達していない 69 項目（abc の 3

段階評価で c）を抽出し、その原因究明と対策を明確にするようリスト化を行ないました。

　第三期

　第三期は、7 月〜 12 月の期間。c 評価項目を中心に実際の改善活動を進め、それによる成果物を電子カルテの端末にアップし、

全職員が進捗状況を確認できるようにしました。

　第四期

　第四期は、平成 18 年 1 月〜 3 月までの期間であり、成果物の活用と修正を進めブラッシュアップを図りました。

『病院機能評価』認定証



新医局長より
　このたび医局長の任に就きました中井です。宜しくお願いし
ます。

　私は昭和 56 年に浜松医科大学を卒業し医師として初めて勤
務したのが社会保険浜松病院であり、その時に初めて痔核の診
療を指導していただきましたのが当院の松田院長であります。
私と大腸肛門疾患とのかかわりはそれ以来で、その後浜松医大
第二外科で主に潰瘍性大腸炎やクローン病などの炎症性腸疾患
診療の指導を受け、平成 15 年 4 月より松田病院のスタッフに
加わりました。

　そのような経緯でこれまでは主に潰瘍性大腸炎やクローン病
などの炎症性腸疾患を中心に「一医師」として比較的 ( 安 ?) 楽
に日々を送ってまいりました。夕方に前医局長が翌月の当直医
師の割り振りや診療担当医師の調整をされているのを横目に ｢
それではお先に ｣ と帰宅し、自分の仕事に向かっておりました。
が、医局長となってから後は医局と各部署との調整も必要とな
り多忙 ( 多難 ) な日を過ごすようになっております。医局長に
なってよかったと思うことは、( 当たり前のことでしょうが )「自
分の立場の違いによって同じものごとでも全く違って見える」
ことを改めて学んだことでしょうか。一医師としての｢…であっ
たらいいな ｣ あるいは ｢…すればよいのに ｣ という傍観者的立
場より、医局をまとめる立場として ｢…であるためにどうしよ
うか ｣ とか ｢…するために何をしたらよいのか ｣ のように解決

を模索するように変わりつつあります。

　ところで近頃は、医療環境が大きく変わりつつあり、診療の
期間の短縮が強く求められるようになってきております。当院
では、痔疾患においては昨年より短期入院が可能なジオン注射
療法に取り組んでおります。大腸内視鏡検査では一昨年より当
日の来院での検査が行なえるようになっておりますが、診療期
間の短縮とともに医療の安全性についても強く求められる時代
であり、特に高齢の方などについては入院のうえで全身状態や
排便の状況を観察しながら検査の準備を進めてゆく形もとって
いきたいと考えております。

　最近の医療は、十分な説明と同意に基づくきめ細かな診療、
かつ待ち時間が少ない利便性に優れた診療を求められる難しい
状況であります。予約の割り振りや、よりわかりやすい説明の
ための工夫をさらに進めており、まずは初めて受診された方の
精密検査までの期間が 2 週間以内となるような体制を早々に開
始できるように準備中です。さらに当院では肛門疾患や大腸の
精密検査および大腸疾患の治療など大腸肛門科領域を中心とし
た診療を行ってまいりましたが、急に経口摂取不能となった高
齢者や癌の化学療法や緩和医療などの急性期の部分の医療の面
でも地域連携をより深めていき、院内の体制を整えていきたい
と考えております。新米の医局長で微力でありますゆえ、みな
さまのお力添えのほど宜しくお願い申し上げます。

医局長  中井勝彦

①血液型
④私のここが素晴らしい

②出身地
⑤今年の抱負

③専門分野介紹籍在 ドクター

①	O 型
②	岐阜県
③	消化器・肛門・ヘルニア
④	脱腸と脱肛のプロフェッ	
	 ショナルを目指します
⑤	おかげさまで松田病院のヘルニア	
	 手術もかなり認知度が上がってき	
	 たようです。今年は更に発展させ	
	 ていきたいと思います。

①	 A 型
②	岡山県
③	消化器内視鏡
④	無芸大食
⑤	時の流れに身を任せ〜

①	O 型
②	福岡県
③	消化管・肛門・胆道
④	お年寄りに特にやさしく！
⑤	外来の待ち時間を減らす

①	B 型
②	静岡県
③	大腸内視鏡診断・治療、	
	 大腸癌外科治療、
	 化学療法
④	直前に頑張るパワー
⑤	今年は、じっくり納得の
	 いく仕事をしたいと
	 思っています

堺　浩太郎

浅野道雄
（内視鏡センター長）

松田保秀（院長） 川上和彦（副院長）

友近　浩

野中雅彦
（手術医長）

①	 A 型
②	京都府
③	大腸肛門病全て、肛門	
	 疾患は名人芸
④	いい加減（好い加減と	
	 もいう）なところがと	
	 ても素晴らしい！！
⑤	睡眠をもう少し増やし
	 老化防止する。

①	 A 型
②	東京都
③	肛門疾患・		
	 炎症性腸疾患
④	全人医療を心がけています
⑤	患者さんの元気を生み出す	
	 診察を行います。

①	B 型
②	大阪府
③	炎症性腸疾患
④	仕事はゆっくりだけど、	
	 早食い。3 歩歩かなくて	
	 も、すぐ物忘れ！
⑤	すこやかなおしりを！

①	B 型
②	佐賀県
③	胃腸・肛門
④	多趣味？？
⑤	できるかぎり
	 slow life で！！

中井勝彦
（医局長・IBD センター長）

①	 A 型
②	静岡県
③	消化器内視鏡
④	癌の発見と診断の熱意
⑤	中咽頭まで診断の
	 領域をひろげたい。
	 でも一番の抱負は
	 ヒミツ

河合めぐみ

木村浩三



　
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

年
を
迎
え
て
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
今
年
も
年
頭
か
ら
医
療
改
革
の
こ
と
で
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
当
院
の
状
況
も
踏
ま
え
て
今
年
の
抱
負
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
当
院
は
20
周
年
記
念
年
で
し
た
が
、
4
月
に

理
不
尽
で
衝
撃
的
な
診
療
報
酬
の
改
定
が
あ
り
、
当
院
の

長
期
展
望
が
大
き
く
崩
れ
る
出
来
事
で
し
た
。
あ
れ
か
ら

8
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
改
定
の
後
遺
症
を

引
き
ず
っ
て
お
り
ま
す
。
唯
一
心
を
癒
さ
れ
た
の
は
20
周

年
記
念
式
典
を
契
機
に
多
く
の
医
療
機
関
と
の
地
域
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
こ
と
と
、
病
院
機

能
評
価
機
構
の
認
定
更
新
の
審
査
に
一
回
で
パ
ス
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
当
院
の
経
営
内
容
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
収
入
の
伸
び
以
上
に
経
費
が
伸
び
て
い
る
こ
と

で
す
。
特
に
診
療
材
料
費
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
腸
癌
の
手
術
増
加
に
伴
う
手

術
機
器
の
購
入
、
長
時
間
ま
た
は
時
間
外
に
わ
た
る
手
術
の
増
加
に
よ
る
人
件
費
増
な
ど
で
す
。
更

に
癌
の
化
学
療
法
の
患
者
さ
ん
が
増
加
し
、
薬
剤
費
に
よ
っ
て
収
入
総
額
を
押
し
上
げ
る
と
同
時
に

材
料
費
を
も
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
も
基
準
看
護
加
算
と
食
事
療
養
費
の
減
額
が
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
収
入
マ
イ
ナ
ス
要
因
は
一
定
の
水
平
的
な
経
営
状
態
か
ら
医
療
改
革
の
名
の
下
に
診
療
報
酬
減
額

と
言
う
梯
子
を
外
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
、
つ
ま
り
材
料
費
の
掛
か
か
っ
て
い
な
い
収
入
を
む
し

り
と
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
医
療
の
安
全
、
感
染
症
対
策
の
た
め
に
更
に
多
く
の

経
費
を
つ
ぎ
込
む
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
す
。
と
は
い
え
医
療

安
全
の
追
求
は
必
要
不
可
欠
で
、
こ
こ
ま
で
と
い
う
基
準
が
な
く
将
来
に
渡
っ
て
際
限
な
く
必
要
で

す
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
こ
れ
に
対
す
る
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
当
院
の
診
療
内
容
と
い
え
ば
肛
門
手
術
ば
か
り
で
な
く
胃
と
大
腸
内
視
鏡
検
査
、
胃
・
大

腸
癌
手
術
、
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
、
排
便
障
害
検
査
な
ど
特
化
し
た
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
中
で
多
く
の
方
々
に
信
頼
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
証
拠
だ
と
、
誇
り
を
持
ち
つ
つ
身
を
引
き
締
め
て
対
処
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
当
院
の

平
均
入
院
期
間
は
開
腹
術
の
患
者
さ
ん
を
含
め
て
も
7
日
と
安
定
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
肛
門
疾
患

で
は
注
射
療
法
が
導
入
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
短
期
入
院
治
療
の
要
求
が
極
め
て
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
1
週
間
も
休
め
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
、
子
育
て
中
の
主
婦
の
方
で
も
、
発
想
の
転
換

を
し
て
痔
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
従
来
は
一
生

に
一
回
の
手
術
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
完
璧
に
治
療
し
て
き
た
の
で
す
が
、
治
療
範
囲
を
限
定
し
、
日

常
生
活
上
、
不
自
由
を
し
な
い
範
囲
内
で
根
治
術
を
行
い
、
ご
本
人
さ
え
了
解
さ
れ
れ
ば
外
来
手
術

や
術
後
2
〜
3
日
な
ど
、
き
わ
め
て
短
期
間
の
入
院
で
社
会
復
帰
で
き
る
体
制
で
治
療
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
昨
年
夏
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
急
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も
あ
り
、
誰
で
も
が
多
く
の
情

報
を
入
手
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
ご
く
最
近
開
発
さ
れ
た
最
先
端
で
高
度
な
診
療
技
術
で
、
ま
だ
開

発
途
上
で
安
全
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
藁
を

も
掴
む
思
い
で
治
療
を
希
望
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
そ
の
技
術
が
充
分
施
行
さ
れ
結
果
が
検
証
さ
れ
た
時
に
受
け
る
の
が
利
口
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
是
非
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
最
良
の
選
択
を
ご
教
示
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
最
近
の
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
は
入
院
期
間
短
縮
、
経
済
的
肉
体
的
に
負
担
の
少

な
い
治
療
で
す
。
こ
の
傾
向
は
大
都
会
ほ
ど
顕
著
な
の
で
す
が
、
一
方
で
充
分
治
療
し
き
れ
な
い
の

に
早
期
退
院
を
希
望
さ
れ
、
結
局
治
療
期
間
が
長
く
な
る
と
い
う
現
象
も
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

超
高
齢
者
の
治
療
に
お
い
て
は
急
性
期
が
終
わ
っ
て
早
期
に
自
宅
療
養
に
持
っ
て
い
っ
て
も
、
結
局

寝
込
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
、
家
族
の
献
身
的
な
手
厚
い
介
護
が
な
い
と
回
復
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
患
者
さ
ん
自
身
の
身
体
回
復
能
力
や
気
力
の
問

題
も
あ
り
、
介
護･

療
養
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
当
院
の
今
年
1
年
間
の
診
療
方
針
は
、

　
　
当
院
の
専
門
性
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
た
な
技
術
を
付
加
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と

　
　
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
の
更
な
る
短
縮

　
　
過
去
21
年
間
蓄
積
し
て
き
た
診
療
実
績
を
整
理
し
て
検
証
・
修
正
し

　
　
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

　
　
D
P
C
包
括
評
価
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　
　
病
院
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
再
々
検
討
、
な
ど
で
す
。

　
今
年
も
職
員
一
同
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
当
院
の
医
療
を
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
年
も
患
者
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

院長◎松田 保秀

院 長 の
一 言
メ ッ セ ー ジ

新年のあいさつ

紅葉の赤目四十八滝にて

荷担滝（赤目五瀑の 1 つ）
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INFORMATION
　「
う
ん
ち
の
話
」「
腸
を
休
ま
せ
る
と
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
す
る
」
に
引
続
き
、
こ
の
た

び
松
田
保
秀
院
長
の
3
冊
目
と
な
る
著
書
が
講
談
社
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
本
著
は

好
評
と
な
っ
た
前
作
の
中
身
を
再
編
集
し
、
最
近
の
話
題
を
網
羅
し
た
上
で
新
た
に
文

庫
本
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
体
の
免
疫
力
の
鍵
を
握
る
「
第
二
の
脳
＝
腸
」
の

驚
く
べ
き
パ
ワ
ー
を
見
直
し
て
、
皆
様
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

松
田
保
秀
著
「
病
気
に
な
ら
な
い
『
腸
』
能
力
の
引
き
出
し
方
」
出
版

　
12
月
22
日
、
院
内
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
催

し
ま
し
た
。
第
1
部
は
毎
年
恒
例
、
当
院
の
川
上
医
師
の

奥
様
で
フ
ル
ー
ト
演
奏
者
で
も
あ
る
川
上
啓
子
さ
ん
に
よ

る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
合
奏
。
第
2
部
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
団
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
患
者
様
に
は
、
室
内
に
響
き
渡
る
フ
ル
ー
ト
の
や
さ
し
い
音
色

と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
団
の
歌
声
で
素
敵
な
ひ
と
時
を
送
っ
て
い
た
だ

け
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夕
食
は
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
デ
ィ
ナ
ー
と
な
り
ま
す

の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ご
入
院
は
絶
対
お
得
で
す
。

編
集
後
記

V
O
L
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当
院
に
来
院
さ
れ
る
患
者

様
に
接
し
て
い
ま
す
と
、
お

し
り
の
手
術
を
さ
れ
た
方
か

ら
「
も
っ
と
早
く
手
術
を
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
あ

い
あ
い
通
信
で
は
、
医
師
か

ら
の
疾
患
や
手
術
な
ど
の
具

体
的
な
説
明
を
度
々
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

皆
様
に
お
し
り
の
手
術
で
の

入
院
と
退
院
後
の
生
活
に
つ

い
て
少
し
で
も
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
、
看
護

師
か
ら
み
た
痔
の
手
術
を

題
材
と
し
て
取
り
入
れ
て
み

ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
、
皆
様
の
ご
意
見

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 広

報
委
員
会
　
渡
部
真
一

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

JR ＝浜松駅下車  タクシーで 10 分　高塚駅下車  タクシーで 5 分
バス＝浜松駅バスターミナル 5 番ポール（宇布見、山崎行）乗車
　　　東彦尾または西郵便局下車　徒歩 5 分
　　　患者様駐車場 180 台
E-mail　cra@matsuda-hp.or.jp
ホームページ　http://www.matsuda-hp.or.jp/

【外来診療のご案内】

午前中の診療に限り予約制になっております。
※予約のない方は、予約外担当医師が診察いたします。

●患者様へお願い●月１回、必ず保険証の提示をお願いいたします。

松田病院
TEL.053—448—5121（代）

（発行／松田病院広報委員会）
FAX.053—448—9753

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

その他の診療科

胃腸科・肛門科

IBD（炎症性腸疾患）外来
ヘルニア外来
便秘外来
泌尿器科相談
内科相談
ストーマ外来
泌尿器科相談
女性専門外来

松田病院

〒432―8061　浜松市入野町753番地 

特 定 医 療 法 人
社 団　 松 愛 会

8：30 〜 11：30
8：15 〜 14：00
14：00 〜 16：00

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
●

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

8：30 〜 11：30

14：00 〜 16：00

●

●
●

●

● ●
● ● ●
●

●

●
●
●

「クリスマスソング集」を奏でる
フルート川上啓子さんとピアノ藤田知子さんの演奏

リズミカルに歌うゴスペル合唱団




